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秋
田
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
、
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ

南
秋
田
郡
大
潟
村
字
西
地
内
の
村
道

大
潟
西
部
線
と
県
道
男
鹿
八
竜
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
村
道
を
南
西
に

進
み
県
道
男
鹿
八
竜
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
南
進
し
西
部
承
水
路
右

八
郎
潟
西

部
鳥
獣
保

護
区

一
　
指
定
区
分

集
団
渡
来
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

八
郎
潟
西
部
の
残

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
称

保
護
に
関
す
る
指
針

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

存
続
期
間

岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
堤
防
を

北
西
に
進
み
大
潟
草
原
鳥
獣
保
護
区
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
北
秋
田
郡
阿
仁
町
小
沢
地
内
荒
瀬
川

と
町
道
小
沢
三
枚
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
町
道
を
東
進
し
芝
森
山
尾
根

筋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
尾
根
筋
を
南

西
に
進
み
標
高
六
百
六
十
メ
ー
ト
ル
地

点
か
ら
南
進
し
芝
森
三
角
点
を
経
て
古

河
林
業
株
式
会
社
作
業
道
に
至
り
、
同

作
業
道
を
北
東
に
進
み
稜
り
ょ
う

線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
稜
り
ょ
う

線
を
南
進
し
幸
屋
地
区

作
業
道
に
至
り
、
同
作
業
道
を
南
進
し

林
道
幸
屋
線
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進

し
佐
山
川
に
至
り
、
佐
山
川
に
沿
っ
て

北
進
し
荒
瀬
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

交
点
を
東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

荒
瀬
鳥
獣

保
護
区

存
湖
で
、ガ
ン
類
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
、

カ
モ
類
等
の
多
く

の
渡
り
鳥
が
中
継

地
と
し
て
渡
来
し

て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
該
地
域
に

渡
来
す
る
渡
り
鳥

の
保
護
を
図
る
。

ま
た
、
定
期
的

に
巡
視
を
行
い
、

渡
り
鳥
の
生
息
環

境
を
適
切
に
維
持

す
る
と
と
も
に
、

野
鳥
観
察
等
の
環

境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を

図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

二
本
の
川
が
流

れ
、
水
場
が
豊
富

で
あ
り
、
ま
た
、

針
葉
樹
及
び
広
葉

樹
が
生
育
す
る
山

林
で
あ
り
鳥
獣
の

生
息
及
び
繁
殖
に

適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
。

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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北
秋
田
郡
森
吉
町
小
又
地
内
林
道
浦

支
内
支
線
（
南
側
）
の
終
点
を
起
点
と

し
、
二
又
沢
と
浦
支
内
沢
の
稜
り
ょ
う

線
を
東

進
し
源
五
郎
岳
三
角
点
に
至
り
、
こ
れ

よ
り
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
に
沿
っ

て
稜

り
ょ
う

線
を
北
西
に
進
み
林
道
浦
支
内
線

の
終
点
（
北
側
）
に
至
り
、
同
林
道
を

南
西
に
進
み
浦
支
内
と
牧
の
岱
の
字
界

に
至
り
、
同
字
界
を
南
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
館
市
大
茂
内
地
内
の
大
茂
内
橋
を

起
点
と
し
、
茂
内
沢
を
約
四
百
メ
ー
ト

ル
北
進
し
同
沢
と
大
茂
内
沢
と
の
間
の

稜り
ょ
う
線
を
北
進
し
国
有
林
界
に
至
り
、
国

有
林
と
民
有
林
と
の
境
界
を
南
進
し
茂

内
沢
に
至
り
、
同
沢
を
約
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
下
っ
た
地
点
よ
り
同
境
界
を
北
東

に
進
み
山
道
と
の
交
点
よ
り
高
倉
山
か

ら
鍋
越
山
三
角
点
に
至
る
稜

り
ょ
う

線
を
南
進

浦
支
内
鳥

獣
保
護
区

小
茂
内
鳥

獣
保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

針
葉
樹
及
び
広
葉

樹
の
混
交
林
で
あ

り
、
ま
た
、
沢
が

散
在
し
て
い
る
た

め
水
場
が
豊
富
で

あ
り
、
鳥
獣
の
生

息
及
び
繁
殖
に
適

し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

区
域
の
中
央
を
茂

内
沢
が
、
南
方
を

長
木
川
が
流
れ
豊

富
な
水
場
が
あ

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
称

保
護
に
関
す
る
指
針

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で 存
続
期
間

し
県
道
大
館
十
和
田
線
に
至
り
、
同
県

道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
比
内
町
独
鈷
字
日
詰
地
内

の
県
道
比
内
大
葛
鹿
角
線
と
炭
谷
川
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
南
東

へ
進
み
犀
川
右
岸
に
至
り
、
同
川
右
岸

を
北
西
に
進
み
水
田
と
山
林
界
に
至

り
、
同
界
を
東
南
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
森
吉
町
寄
延
地
内
の
寄
延

沢
林
道
入
口
を
起
点
と
し
、
同
林
道
を

南
進
し
、
左
折
し
及
び
西
進
し
大
森
林

道
と
倉
ノ
沢
林
道
の
間
の
稜

り
ょ
う

線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
稜

り
ょ
う

線
を
北
進
し
倉
ノ
沢

林
道
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
町
道

栄
線
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
国
道

独
鈷
鳥
獣

保
護
区

倉
ノ
山
鳥

獣
保
護
区

り
、
ま
た
、
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て

お
り
林
相
が
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い

る
た
め
、
鳥
獣
の

生
息
及
び
繁
殖
に

適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

両
側
を
川
に
囲
ま

れ
豊
富
な
水
場
が

あ
り
、
ま
た
、
針

葉
樹
及
び
広
葉
樹

が
生
育
す
る
山
林

で
あ
り
、
鳥
獣
の

生
息
及
び
繁
殖
に

適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

針
葉
樹
及
び
広
葉

樹
の
混
交
林
で
あ

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

秋
田
県
告
示
第
八
百
五
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
、
平
成
十
六
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
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百
五
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を
東
進
し

て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域北

秋
田
郡
上
小
阿
仁
村
仏
社
地
内
の

村
道
上
小
仏
社
大
岱
線
と
林
道
仏
社
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道
を
南

進
し
折
渡
地
内
の
歩
道
に
至
り
、
同
歩

道
を
南
東
に
進
み
上
小
阿
仁
村
と
同
郡

阿
仁
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

北
進
し
県
道
福
館
阿
仁
前
田
線
に
至

り
、
同
県
道
を
西
進
し
村
道
上
小
仏
社

大
岱
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
比
内
町
達
子
地
内
の
町
道

達
子
森
大
館
線
と
町
道
扇
田
板
戸
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
西
進

し
町
道
達
子
森
球
場
ハ
チ
公
荘
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
比
内

仏
社
沢
鳥

獣
保
護
区

達
子
森
鳥

獣
保
護
区

り
、
ま
た
、
沢
が

散
在
し
水
場
も
豊

富
で
あ
り
、
鳥
獣

の
生
息
及
び
繁
殖

に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

針
葉
樹
及
び
広
葉

樹
の
混
交
林
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の

付
近
を
を
仏
社
川

が
流
れ
、
多
く
の

沢
が
点
在
し
て
い

る
た
め
水
場
が
豊

富
で
あ
り
、
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
等
多

様
な
鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
か

ら
当
該
地
域
に
生

息
す
る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生

息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

町
と
大
館
市
と
の
境
界
を
越
え
市
道
仁

井
田
釣
田
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進

し
市
道
片
貝
線
と
の
交
点
か
ら
二
井
田

ス
キ
ー
場
境
界
を
東
進
し
比
内
町
釣
田

地
内
の
森
下
幹
線
排
水
路
と
の
交
点
に

至
り
、
同
水
路
を
南
進
し
町
道
扇
田
板

戸
線
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
合
川
町
梅
栄
地
内
の
町
道

大
野
台
線
と
町
道
大
野
台
中
央
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
地
点
を
南
東
に

進
み
町
道
上
杉
梅
栄
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
地
点
を
北
東
に
進
み
北
欧
の
杜も

り

管
理
道
を
経
て
町
道
大
野
台
幹
線
に
至

り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
農
道
に
至

り
、
同
農
道
を
東
進
し
合
川
町
と
森
吉

町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進

し
町
道
大
野
台
線
に
至
り
、
同
町
道
を

南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

北
欧
の
杜も

り

鳥
獣
保
護

区

針
葉
樹
及
び
広
葉

樹
の
混
交
林
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の

付
近
を
犀
川
が
流

れ
水
場
が
豊
富
で

あ
り
、
鳥
獣
の
生

息
に
適
し
て
い
る

こ
と
か
ら
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図
る

と
と
も
に
市
街
地

に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
自
然
と

の
触
れ
合
い
及
び

鳥
類
の
観
察
等
の

環
境
教
育
の
場
と

し
て
活
用
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生

息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

中
心
部
が
北
欧
の

杜も
り

公
園
と
し
て
整

備
が
図
ら
れ
、
沼

が
散
在
し
、
水
場

が
豊
富
で
あ
り
、

多
様
な
鳥
獣
の
生

息
に
適
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該

地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
と
と
も
に
、
自

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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秋
田
市
上
新
城
道
川
地
内
の
市
道
道

川
線
と
林
道
湯
の
沢
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
市
道
を
東
進
し
林
道
道
川

線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
道

川
大
滝
に
至
り
、
同
滝
よ
り
大
滝
山
に

向
か
う
稜

り
ょ
う

線
を
南
東
に
進
み
大
滝
山
山

頂
に
至
り
、
同
山
頂
よ
り
稜

り
ょ
う

線
を
西
進

し
林
道
長
田
線
に
至
り
、
同
林
道
を
西

進
し
林
道
東
台
線
に
至
り
、
同
林
道
を

西
進
し
、
湯
の
沢
に
至
り
、
同
沢
を
北

進
し
道
川
左
岸
に
至
り
、
同
川
左
岸
を

東
進
し
林
道
湯
の
沢
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
進
し
て
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

本
荘
市
出
戸
町
地
内
の
国
道
七
号
線

と
国
道
百
七
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
国
道
を
東
進
し
市
道
鶴
沼
薬
師

堂
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南

大
滝
山
鳥

獣
保
護
区

水
林
鳥
獣

保
護
区

然
と
の
触
れ
合
い

並
び
に
鳥
類
の
観

察
等
の
環
境
教
育

の
場
と
し
て
活
用

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生

息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

秋
田
市
北
東
部
に

位
置
し
、
市
街
地

か
ら
近
く
市
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、

広
葉
樹
林
が
広
が

り
、
大
滝
沢
用
水

池
及
び
大
滝
山
を

含
み
、
多
様
な
鳥

獣
の
生
息
地
に
適

し
て
い
る
こ
と
か

ら
当
該
地
域
に
生

息
す
る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
と
と
も

に
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
及
び
鳥
類

の
観
察
等
の
環
境

教
育
の
場
と
し
て

活
用
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

進
し
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
羽
越

線
矢
島
街
道
踏
切
に
至
り
、
線
路
沿
い

を
南
西
に
進
み
市
道
本
荘
西
目
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み

町
道
海
士
剥
瀬
袋
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
国
道
七
号

線
に
至
り
、
同
国
道
を
北
進
し
町
道
海

士
剥
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
北
西
に
進
み
連
続
す
る
町
道
海
士

剥
二
号
線
を
北
西
に
進
み
町
道
出
戸
海

士
剥
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
進
し
国
有
林
界
に
至
り
、
同
境
界
を

北
西
に
進
み
西
目
川
河
口
右
岸
に
至

り
、
日
本
海
汀て

い

線
を
北
進
し
子
吉
川
河

口
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を
東

進
し
国
道
七
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を

南
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

仙
北
郡
田
沢
湖
町
春
山
地
内
の
県
道

田
沢
湖
西
木
線
の
田
沢
湖
県
立
自
然
公

園
標
識
を
起
点
と
し
、
こ
れ
よ
り
稜

り
ょ
う

線

を
南
進
し
山
伏
峠
を
経
て
国
有
林
秋
田

森
林
管
理
署
事
業
区
千
百
六
十
二
林
班

と
千
百
六
十
三
林
班
と
の
林
班
界
に
至

り
、
同
林
班
界
を
北
西
に
進
み
同
千
百

六
十
二
林
班
と
民
有
林
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
北
進
し
県
道
田
沢
湖
畔

線
か
ら
山
伏
峠
を
経
て
生
保
内
発
電
所

に
至
る
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
山

道
を
北
西
に
進
み
同
県
道
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
町
道
柴
倉
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に

進
み
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署
事
業
区

千
百
六
十
四
林
班
と
千
百
六
十
五
林
班

田
沢
湖
鳥

獣
保
護
区

当
該
地
域
は
、

松
及
び
広
葉
樹
が

生
育
し
、
ま
た
、

周
辺
に
は
散
策
路

が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
多
様
な
鳥
獣

の
生
息
に
適
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護 

を
図
る
。

定
期
的
に
巡
視

を
行
い
、
鳥
獣
の

安
定
的
な
生
息
に

著
し
い
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
留
意
す
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

冬
期
間
田
沢
湖
に

多
く
の
カ
モ
が
渡

来
し
、
ま
た
、
同

湖
の
周
囲
を
取
り

囲
む
山
林
は
多
様

な
野
生
鳥
獣
が
生

息
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
。

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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と
の
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
南

進
し
柴
倉
峠
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
稜

り
ょ
う

線

を
北
西
に
進
み
院
内
岳
山
頂
を
経
て
さ

ら
に
稜

り
ょ
う

線
（
四
百
九
十
一
メ
ー
ト
ル
三

角
点
、
五
百
四
十
七
メ
ー
ト
ル
三
角
点

及
び
、五
百
三
十
四
メ
ー
ト
ル
三
角
点
）

を
北
進
し
高
鉢
山
山
頂
を
経
て
南
東
に

進
み
笹
森
山
山
頂
を
経
て
さ
ら
に
稜

り
ょ
う

線

を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

仙
北
郡
神
岡
町
神
宮
寺
地
区
の
国
道

十
三
号
線
と
県
道
神
岡
南
外
東
由
利
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南

東
に
進
み
大
曲
市
道
花
館
中
央
西
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て

雄
物
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、

同
堤
防
を
南
東
に
約
千
二
百
メ
ー
ト
ル

進
み
中
島
樋
管
に
至
り
、
同
樋
管
か
ら

南
西
に
進
み
市
道
蛭
川
浜
町
線
に
至

り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
姫
神
橋
を

経
て
雄
物
川
左
岸
堤
防
に
至
り
、
同
堤

防
を
北
西
に
進
み
国
道
百
五
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み

市
道
上
屋
敷
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
西
進
し
て
市
道
蛭
川
中

央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南

進
し
て
市
道
蛭
川
南
外
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
市
道
キ
ャ
ン

プ
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
市
道
蛭
川
南
外
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
仙
北
郡

南
外
村
道
南
外
九
号
線
に
至
り
、
同
村

道
を
西
進
し
県
道
神
岡
南
外
東
由
利
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
に

姫
神
鳥
獣

保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

山
林
、
河
川
の
合

流
点
等
多
様
な
自

然
環
境
が
存
在

し
、
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該

地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

仙
北
郡
南
外
村
字
滝
中
田
表
地
内
の

県
道
湯
又
前
田
線
と
村
道
田
尻
一
号
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
村
道
を
北

東
に
進
み
村
道
南
外
二
十
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
村
道
を
南
東
に
進
み
平

鹿
郡
大
森
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境

界
を
南
進
及
び
西
進
し
同
県
道
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
協
和
町
上
淀
川
地
内
の
国
道

十
三
号
線
と
国
道
三
百
四
十
一
号
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
西
進

し
町
道
和
田
向
合
貝
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
道
蝉
ヶ

森
向
合
貝
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東

に
進
み
国
道
十
三
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
国
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
鹿
郡
雄
物
川
町
大
沢
坂
ノ
下
地
内

滝
ノ
沢
鳥

獣
保
護
区

唐
松
山
鳥

獣
保
護
区

坂
ノ
下
鳥

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

奥
山
集
落
及
び
背

後
の
起
伏
の
緩
や

か
な
山
林
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
多

様
な
鳥
獣
の
生
息

に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生

息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

市
街
地
及
び
川
を

挟
ん
だ
山
林
と
で

構
成
さ
れ
自
然
公

園
に
お
い
て
野
鳥

を
観
察
で
き
る
こ

と
か
ら
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
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の
国
道
百
七
号
線
と
町
道
鍛
治
台
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
南
西

に
進
み
同
町
道
と
連
続
す
る
林
道
鍛
治

台
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み

由
利
郡
東
由
利
町
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
北
西
に
進
み
林
道
外
稗
作
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
方
に

進
み
国
道
百
七
号
線
に
至
り
、
同
国
道

を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

雄
勝
郡
雄
勝
町
秋
ノ
宮
地
内
の
国
道

百
八
号
線
と
町
道
矢
地
ノ
沢
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
東
進
し
国

有
林
秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署
事
業

区
三
十
二
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界

を
西
進
し
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

獣
保
護
区

矢
地
ノ
沢

鳥
獣
保
護

区

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

広
葉
樹
林
及
び
針

葉
樹
林
等
林
相
の

変
化
に
富
む
地
域

で
あ
り
、
多
様
な

鳥
獣
の
生
息
に
適

し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

定
期
的
に
巡
視

を
行
い
、
鳥
獣
の

生
息
環
境
に
著
し

い
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う

留
意
す
る
。

ま
た
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
ふ
れ

あ
い
の
場
及
び
環

境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を

図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
広

葉
樹
林
及
び
針
葉

樹
林
等
林
相
の
変

化
に
富
む
地
域
で

あ
り
、
キ
ジ
、
ヤ

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

雄
勝
郡
羽
後
町
字
山
ノ
口
地
内
の
県

道
鴻
屋
梺
線
と
町
道
太
平
山
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
北
進
し
尼

沢
に
向
か
う
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
歩
道
を
北
西
に
進
み
町
道
釜
沢
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進

み
町
道
尼
沢
東
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
を
北
進
し
同
町
道
の
終
点
に
至

り
、
同
終
点
か
ら
沢
を
北
東
に
進
み
森

林
計
画
図
羽
後
町
百
三
十
五
林
班
界
に

至
り
、
同
林
班
界
の
稜

り
ょ
う

線
を
南
東
に
進

み
沢
に
達
し
、
稜

り
ょ
う

線
に
沿
っ
た
上
釜
沢

山
保
安
林
界
を
南
東
に
進
み
森
林
計
画

図
羽
後
町
七
十
四
林
班
界
に
至
り
、
同

林
班
界
を
北
進
し
太
平
山
神
社
に
至

り
、
同
神
社
か
ら
稜

り
ょ
う

線
を
四
百
メ
ー
ト

ル
南
東
に
進
み
沢
に
至
り
、
同
沢
を
三

百
五
十
メ
ー
ト
ル
東
進
し
森
林
計
画
図

羽
後
町
七
十
三
林
班
界
に
至
り
、
同
林

班
界
を
南
進
し
県
道
鴻
屋
梺
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
雄
勝
町
下
院
内
地
内
の
千
福

寺
踏
切
を
起
点
と
し
、
町
道
槻
沢
線
を

南
東
に
進
み
槻
沢
溜
池
に
至
り
、
同
溜

太
平
山
鳥

獣
保
護
区

槻
沢
鳥
獣

保
護
区

マ
ド
リ
、
ノ
ウ
サ

ギ
、
タ
ヌ
キ
等
多

様
な
鳥
獣
の
生
息

に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
該
地

域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

広
葉
樹
林
及
び
針

葉
樹
林
等
林
相
の

変
化
に
富
む
地
域

で
あ
り
、
キ
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
、
ノ
ウ

サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
等

多
様
な
鳥
獣
の
生

息
に
適
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該

地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二
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│
│
│

秋
田
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
、
平

成
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

７

池
か
ら
水
源
か
ん
養
保
安
林
と
の
境
界

を
南
西
に
進
み
陵
森
三
角
点
に
至
り
、

同
三
角
点
か
ら
国
有
林
秋
田
森
林
管
理

署
湯
沢
支
署
事
業
区
七
十
一
林
班
界
を

北
西
に
進
み
槻
ノ
木
山
に
至
り
、
稜

り
ょ
う

線

を
北
進
し
湯
ノ
尻
山
三
角
点
を
経
て
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
東
成
瀬
村
所
在
の
国
有
林
秋

田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署
事
業
区
十
三

林
班
及
び
十
四
林
班
並
び
に
雄
勝
郡
皆

瀬
村
所
在
の
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署

湯
沢
支
署
事
業
区
三
十
二
林
班
か
ら
六

十
林
班
ま
で
の
区
域

栗
駒
鳥
獣

保
護
区

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

広
葉
樹
林
及
び
針

葉
樹
林
等
林
相
の

変
化
に
富
む
地
域

で
あ
り
、
キ
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
、
ノ
ウ

サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
等

多
様
な
鳥
獣
の
生

息
に
適
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該

地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

大
規
模
生
息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

冷
温
帯
林
等
が
存

在
す
る
地
域
で
あ

り
、
ク
マ
タ
カ
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等

行
動
圏
が
広
域
に

及
ぶ
大
型
鳥
獣
等

多
様
な
鳥
獣
が
生

息
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
。

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

仏
社
沢
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
県
道

福
館
阿
仁
前
田
線
と
林
道
仏
社
沢
線
と

の
交
点
か
ら
同
県
道
を
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
進
ん
だ
地
点
よ
り
同
県
道
を
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
東
進
し
及
び
南
進
し
、
北

西
方
向
の
稜

り
ょ
う

線
を
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
進
み
同
県
道
に
囲
ま
れ
た
区
域

田
沢
湖
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
県
道

田
沢
湖
畔
線
と
国
有
林
秋
田
森
林
管
理

署
田
沢
湖
事
務
所
事
業
区
六
十
六
林
班

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
班
と
民

有
林
と
の
境
界
を
東
進
し
同
林
班
い
・

ろ
一
・
は
小
班
と
に
小
班
と
の
小
班
界

に
至
り
、
同
小
班
界
を
南
東
に
進
み
県

民
の
森
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

南
進
し
に
小
班
と
へ
小
班
と
の
小
班
界

に
至
り
、
同
小
班
界
を
北
東
に
進
み
ほ

小
班
と
へ
小
班
と
の
小
班
界
に
至
り
、

同
小
班
界
を
東
進
し
さ
ら
に
ほ
小
班
と

ち
小
班
・
り
小
班
・
ぬ
小
班
と
の
小
班

界
を
東
進
し
、
及
び
北
進
し
民
有
林
と

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
、

及
び
南
進
し
五
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
三

仏
社
沢
鳥

獣
保
護
区

特
別
保
護

地
区

田
沢
湖
鳥

獣
保
護
区

特
別
保
護

地
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

天
然
の
広
葉
樹

林
の
生
育
状
況
が

良
好
で
、
鳥
獣
の

生
息
繁
殖
に
特
に

適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
生
息
環
境
の
保

全
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

田
沢
湖
鳥
獣
保

護
区
の
う
ち
東
部

の
ス
ギ
林
等
は
、

鳥
獣
の
生
息
に
特

に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
当
該
地
域

に
生
息
す
る
鳥
獣

の
生
息
環
境
の
保

全
を
図
る
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
称

保
護
に
関
す
る
指
針

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で 存
続
期
間
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│

秋
田
県
告
示
第
八
百
五
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
、
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。平

成
十
六
年
十
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

角
点
を
経
て
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署

事
業
区
百
六
十
二
林
班
と
民
有
林
と
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
同
県

道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域姫

神
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
大
曲
市
花

館
地
内
の
伊
豆
山
を
中
心
と
し
た
秋
田

県
雄
物
川
地
域
森
林
計
画
区
大
曲
市
四

十
二
林
班
及
び
四
十
三
林
班
の
区
域

滝
ノ
沢
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
村
道

南
外
二
十
号
線
と
林
道
深
沢
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
村
道
を
南
東
に
進

み
平
鹿
郡
大
森
町
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
南
進
し
、
及
び
西
進
し
林
道

百
三
十
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
北
東
に
進
み
林
道
深
沢
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域

姫
神
鳥
獣

保
護
区
特

別
保
護
地

区滝
ノ
沢
鳥

獣
保
護
区

特
別
保
護

地
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

姫
神
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
中
央
部

の
ス
ギ
林
等
は
、

鳥
獣
の
生
息
に
適

し
て
い
る
こ
と
か

ら
当
該
区
域
に
生

息
す
る
鳥
獣
の
生

息
環
境
の
保
全
を

図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

夏
見
沢
か
ら
勝

軍
山
に
か
け
て
の

郡
境
部
分
は
、
多

様
な
植
生
が
混
在

し
て
お
り
、
鳥
獣

の
生
息
に
適
し
て

い
る
こ
と
か
ら
当

該
区
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
生
息
環

境
の
保
全
を
図

る
。

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

太
平
山
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
雄
勝
郡

羽
後
町
田
代
七
曲
山
四
番
地
の
二
及
び

六
番
地
の
区
域

栗
駒
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
雄
勝
郡
東

成
瀬
村
所
在
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署

湯
沢
支
署
事
業
区
十
三
林
班
の
へ
小

班
、
へ
一
小
班
及
び
、
へ
二
小
班
、
並

び
に
十
四
林
班
イ
小
班
、
及
び
イ
一
小

班
並
び
に
雄
勝
郡
皆
瀬
村
所
在
の
国
有

林
秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署
事
業
区

四
十
九
林
班
、
及
び
五
十
林
班
の
区
域

太
平
山
鳥

獣
保
護
区

特
別
保
護

地
区

栗
駒
鳥
獣

保
護
区
特

別
保
護
地

区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

天
然
の
広
葉
樹

林
等
は
、
鳥
獣
の

生
息
に
適
し
て
い

る
こ
と
か
ら
当
該

区
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
生
息
環
境

の
保
全
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

大
規
模
生
息
地

二
　
指
定
目
的

猛
禽
類
、
大
型

の
ほ
乳
類
等
多
様

な
鳥
獣
が
生
息
す

る
中
核
的
な
地
域

は
、
多
様
な
植
生

が
混
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該

区
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
生
息
環
境

の
保
全
を
図
る
。

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
六
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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み
大
館
市
と
鹿
角
郡
小
坂
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
南
進
し
県
道
大
館
十
和
田
湖
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
前
山
地
内
の
国
道
七
号
線
と
北

秋
田
郡
と
山
本
郡
の
境
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
境
界
を
北
進
し
、
及
び
東
進
し
町
道
坊
沢
前
山
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
へ
進
み
町
道
前

山
堤
防
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
町

道
旧
国
道
七
号
前
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道

を
西
進
し
国
道
七
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
字
七
日
市
地
内
の
町
道
七
日
市

松
沢
線
と
林
道
根
小
屋
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
林
道
を
東
進
し
、
及
び
北
進
し
町
道
四
渡
坊

山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
国
道
二

百
八
十
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
東
進

し
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
と
同
郡
比
内
町
の
境
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
林
道
奥
見
内
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
町
道
七
日
市

松
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
比
内
町
大
葛
地
内
の
県
道
比
内
森
吉
線

と
林
道
芦
内
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道

を
西
進
し
国
有
林
林
班
界
を
経
て
北
秋
田
郡
比
内
町

と
鹿
角
市
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南

進
し
同
町
と
同
郡
森
吉
町
の
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
西
進
し
県
道
比
内
森
吉
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
東
進
し
国
有
林
七
十
林
班
と
の

交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

今
泉
休
猟
区

坊
川
休
猟
区

泥
繁
沢
休
猟

区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

鹿
角
市
十
和
田
大
湯
地
内
の
国
道
四
百
五
十
四
号

線
と
県
道
田
代
平
大
清
水
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
国
道
を
北
進
し
青
森
県
と
の
県
境
に
至
り
、

同
県
境
を
東
進
し
、
及
び
南
進
し
林
道
小
国
線
に
至

り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
同
県
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

鹿
角
市
八
幡
平
地
内
の
県
道
根
瀬
長
去
沢
線
と
市

道
桃
枝
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
南
進

し
市
道
小
割
沢
幹
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
西
に
進
み
市
道
馬
見
平
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南

進
し
農
道
馬
見
平
線
に
至
り
、
同
農
道
を
西
進
し
小

堀
内
沢
に
至
り
、
同
沢
を
西
進
し
林
道
夜
明
島
線
に

至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
市
道
桃
枝
一
号
線
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
市
道
桃
枝
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

鹿
角
郡
小
坂
町
地
内
の
国
道
二
百
八
十
二
号
線
と

町
道
野
口
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道

を
北
西
に
進
み
秋
田
県
と
青
森
県
と
の
県
境
に
至

り
、
同
県
境
を
北
進
し
馬
糞
森
山
山
頂
を
経
て
国
有

林
十
和
田
事
業
区
十
六
林
班
と
十
七
林
班
と
の
林
班

界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
南
東
に
進
み
同
町
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
館
市
雪
沢
地
内
の
県
道
大
館
十
和
田
湖
線
と
市

道
二
ツ
屋
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を
北

進
し
市
道
支
根
刈
沢
線
と
の
交
点
を
経
て
国
有
林
林

道
鯰
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進

田
代
平
休
猟

区鉄
鉢
森
休
猟

区相
内
休
猟
区

支
根
刈
沢
休

猟
区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間
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北
秋
田
郡
森
吉
町
平
田
地
内
の
林
道
六
郎
沢
線
と

林
道
種
ヶ
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道
を

東
進
し
山
道
を
経
て
北
秋
田
郡
森
吉
町
と
鹿
角
市
と

の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み

三
又
森
山
頂
へ
至
り
、
同
山
頂
か
ら
同
町
、
同
市
、

仙
北
郡
田
沢
湖
町
と
の
境
界
を
西
進
し
柴
倉
岳
山
頂

に
至
り
、
同
山
頂
か
ら
国
有
林
二
十
林
班
の
林
班
界

に
沿
っ
て
北
進
し
、
国
有
林
二
十
一
林
班
の
林
班
界

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
班
界
を
西
進
し
土
沢
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
班
界
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
阿
仁
町
比
立
内
地
内
の
林
道
小
岱
倉
線

と
県
道
河
辺
阿
仁
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林

道
を
南
東
に
進
み
、
及
び
南
進
し
中
ノ
又
沢
左
岸
と

の
交
点
に
至
り
、
同
沢
左
岸
を
南
進
し
同
町
と
河
辺

郡
河
辺
町
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を

北
西
に
進
み
県
道
河
辺
阿
仁
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

北
秋
田
郡
田
代
町
長
坂
坂
地
地
内
の
国
道
七
号
線

と
町
道
早
口
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を

北
西
に
進
み
町
道
岩
野
目
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
十
ノ
瀬
山
山
頂
に
至
り
、

同
山
頂
よ
り
林
道
蛭
沢
千
歳
線
に
至
る
山
道
を
北
東

に
進
み
同
林
道
に
至
り
、
同
林
道
を
南
東
に
進
み
県

道
花
岡
越
山
早
口
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を

南
進
し
旧
森
林
軌
道
岩
瀬
沢
線
跡
と
の
交
点
に
至

り
、
同
森
林
軌
道
跡
を
北
西
に
進
み
下
岱
発
電
所
送

水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
送
水
路
を
北
西
に
進
み

林
道
倉
ノ
下
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
南
進

し
町
道
赤
坂
下
線
及
び
農
道
比
立
内
線
を
経
て
国
道

七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み

柴
倉
岳
休
猟

区白
解
森
休
猟

区岩
野
目
休
猟

区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村
萩
形
地
内
の
小
阿
仁
川
と

樽
沢
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
沢
を
東
進
し
同
村

と
同
郡
阿
仁
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西

に
進
み
北
秋
田
郡
と
河
辺
郡
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
西
進
し
太
平
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら

大
旭
又
沢
を
北
東
に
進
み
旭
又
沢
を
経
て
小
阿
仁
川

と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
琴
丘
町
鹿
渡
地
内
の
民
有
林
道
琴
丘
稜
線

と
県
道
琴
丘
上
小
阿
仁
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
県
道
を
東
に
進
み
県
道
能
代
五
城
目
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
南
に
進
み
町
道
入
通
川
代
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
沢
部

環
状
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み

同
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
に
進
み
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
二
ッ
井
町
種
地
内
の
国
道
七
号
線
と
県
道

小
滝
二
ッ
井
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を

北
に
進
み
国
有
林
道
梅
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
北
に
進
み
北
秋
田
郡
藤
里
町
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
県
道
西
目
屋
二
ッ
井
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
に
進
み
国
道
七
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
に
進
み
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
峰
浜
村
石
川
地
内
の
県
道
常
盤
峰
浜
線
と

村
道
石
川
幹
線
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

村
道
を
北
東
に
進
み
民
有
林
道
米
代
線
に
至
り
、
同

林
道
を
北
東
に
進
み
作
業
道
夏
井
沢
線
に
至
り
、
同

作
業
道
を
南
西
に
進
み
開
拓
農
道
に
至
り
、
同
農
道

を
南
西
に
進
み
県
道
常
盤
峰
浜
線
に
至
り
、
同
県
道

与
左
衛
門
山

休
猟
区

鯉
川
休
猟
区

荷
上
場
休
猟

区石
川
休
猟
区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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り
、
同
町
道
を
南
進
し
県
道
象
潟
矢
島
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県
道
鳥
海
公
園
小

滝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
町
道
上

浜
上
郷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進

み
町
道
上
浜
内
郷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

南
西
に
進
み
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国

道
を
北
進
し
町
道
鳥
屋
森
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
関
上
郷
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
長
坂
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
県
道
象
潟
矢
島

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
み
町
道

荒
屋
妻
狐
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西

に
進
み
町
道
浜
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
進
し
町
道
潟
見
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道

を
東
進
し
町
道
能
因
島
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
北
西
に
進
み
町
道
大
飯
郷
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
向
山
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
大
竹
象
潟
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
郡
西
目
町
中
沢
地
内
の
町
道
田
高
中
沢
線
と

町
道
か
し
わ
温
泉
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
東
進
し
民
有
林
道
中
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
林
道
を
南
東
に
進
み
市
道
由
利
原
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
町
道
四
角
井
戸
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
県
道
冬
師
西
目

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
み
町
道

大
森
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に

進
み
町
道
大
森
台
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
進
し
町
道
田
高
中
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

仙
北
郡
西
仙
北
町
土
川
内
の
県
道
本
荘
西
仙
北
角

西
目
休
猟
区

虚
空
蔵
岳
休

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
秋
田
市
太
平
中
関
地
内
の
県
道
秋
田
岩
見
船
岡
線

と
市
道
平
形
井
関
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

県
道
を
東
進
し
秋
田
市
と
河
辺
郡
河
辺
町
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み
中
関
県
営
林
と
寒

川
県
営
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進

み
市
道
平
形
井
関
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

南
秋
田
郡
五
城
目
町
薬
師
赤
倉
国
有
林
二
千
一
林

班
か
ら
二
千
十
五
林
班
ま
で
の
区
域

河
辺
郡
河
辺
町
所
在
の
秋
田
森
林
管
理
署
秋
田
事

業
区
二
百
六
十
四
林
班
か
ら
二
百
六
十
七
林
班
ま
で

の
区
域

本
荘
市
万
願
寺
地
内
の
国
道
百
七
号
線
と
県
道
本

荘
大
内
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
東

に
進
み
国
有
林
道
小
友
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林

道
を
東
進
し
本
荘
市
と
由
利
郡
大
内
町
と
の
境
界
に

至
り
同
境
界
を
南
東
に
進
み
沢
に
至
り
、
同
沢
筋
を

南
西
に
進
み
民
有
林
道
鬼
倉
山
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
市
道
滝
ノ
沢
本
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
同
国
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
郡
金
浦
町
大
竹
地
内
の
町
道
大
竹
象
潟
線
と

県
道
上
郷
仁
賀
保
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県

道
を
南
東
に
進
み
町
道
小
滝
長
岡
線
と
の
交
点
に
至

太
平
休
猟
区

薬
師
赤
倉
山

休
猟
区

大
又
休
猟
区

日
住
山
休
猟

区小
滝
休
猟
区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま
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館
線
と
町
道
土
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
北
西
に
進
み
県
道
水
沢
西
仙
北
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
町
道
楯
越
生
内
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
心
像

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
中
畑

杉
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み

心
像
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
に
至
り
、
同
鳥
獣
境
界
を

東
進
し
仙
北
郡
西
仙
北
町
と
同
郡
角
館
町
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
同
郡
西
仙
北
町
と
同
郡

中
仙
町
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
県
道
土

川
中
仙
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
県

道
本
荘
西
仙
北
角
館
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道

を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
角
館
町
白
岩
地
内
の
町
道
町
後
前
郷
線
と

県
道
大
曲
田
沢
湖
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県

道
を
北
進
し
町
道
抱
返
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
東
進
し
町
道
内
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
南
東
に
進
み
白
岩
岳
に
至
る
歩
道
に
至
り
、
同

歩
道
を
東
進
し
白
岩
岳
山
頂
に
至
り
、
山
頂
か
ら
仙

北
郡
角
館
町
と
同
郡
太
田
町
と
の
境
界
を
南
西
に
進

み
同
郡
角
館
町
と
同
郡
中
仙
町
の
境
界
と
の
交
点
に

至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
奥
羽
山
麓
大
規
模
農
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
西
に
進
み
町
道
寺
後

入
角
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み

町
道
町
後
前
郷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
美
郷
町
内
の
奥
羽
山
麓
大
規
模
農
道
と
県

道
花
巻
大
曲
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を

南
東
に
進
み
潟
尻
ダ
ム
管
理
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
管
理
道
を
南
東
に
進
み
県
道
花
巻
大
曲
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
仙
北
郡
美
郷
町

と
平
鹿
郡
山
内
村
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
南
西
に
進
み
同
町
と
横
手
市
と
の
境
界
と
の

猟
区

入
角
休
猟
区

黒
森
山
休
猟

区

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
同
町
と
同
市

と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
同

農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
協
和
町
船
岡
地
内
の
淀
川
と
町
道
遅
沢
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
協

和
町
と
河
辺
郡
河
辺
町
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
東
進
し
協
和
町
と
仙
北
郡
西
木
村
と

の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
協
和

町
と
同
郡
角
館
町
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
南
進
し
朝
日
又
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢

を
北
西
に
進
み
国
有
林
道
朝
日
又
線
に
至
り
、
同
林

道
を
北
西
に
進
み
県
道
唐
松
宇
津
野
線
に
至
り
、
同

県
道
を
北
西
に
進
み
林
道
荒
木
沢
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
進
し
荒
木
沢
と
の
交
点
に
至
り
、

同
沢
を
南
西
に
進
み
同
県
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
西
進
し
同
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
西

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
西
木
村
内
の
村
道
長
戸
呂
線
と
国
道
百
五

号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南
進
し
村

道
小
山
寺
下
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
北

進
し
村
道
長
戸
呂
線
に
至
り
、
同
村
道
を
北
東
に
進

み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
鹿
郡
増
田
町
羽
場
地
内
の
県
道
川
連
増
田
平
鹿

線
と
同
町
と
雄
勝
郡
稲
川
町
と
の
境
界
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
境
界
を
西
進
し
平
鹿
郡
増
田
町
と
湯

沢
市
と
雄
勝
郡
稲
川
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界

を
北
西
に
進
み
平
鹿
郡
増
田
町
と
湯
沢
市
と
平
鹿
郡

十
文
字
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進

み
国
道
三
百
四
十
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国

道
を
南
東
に
進
み
同
県
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

オ
ソ
沢
休
猟

区潟
野
休
猟
区

戸
波
休
猟
区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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の
区
域

平
鹿
郡
山
内
村
小
松
川
地
内
の
国
道
百
七
号
線
と

林
道
草
倉
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道
を
北

東
に
進
み
終
点
で
草
倉
沢
に
至
り
、
同
沢
を
東
進
し

秋
田
県
と
岩
手
県
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
南
進
し
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域雄

勝
郡
東
成
瀬
村
岩
井
川
字
肴
沢
地
内
の
林
道
肴

沢
線
と
国
道
三
百
四
十
二
号
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
国
道
を
東
進
し
成
瀬
川
と
の
交
点
に
至
り
、

同
河
川
を
東
進
し
村
道
真
戸
椿
台
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
村
道
を
南
進
し
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
南
進
し
林
道
狙
半
内
上
沼
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み
沼
ノ
上
鳥
獣
保
護
区

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
平
鹿
郡
増
田
町

と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
林
道
肴
沢
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
雄
勝
町
下
院
内
字
大
平
山
地
内
の
槻
沢
鳥

獣
保
護
区
の
境
界
と
町
道
槻
沢
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
町
道
沢
堰
ノ
口
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
赤
平
田
川

と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
南
東
に
進
み
同
川
の
終

点
に
至
り
、
同
終
点
か
ら
森
林
計
画
図
雄
勝
町
七
十

六
林
班
界
及
び
七
十
七
林
班
界
を
南
西
に
進
み
山
形

県
最
上
郡
金
山
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西

進
し
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署
事
業
区
八

十
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
北
進
し
同
事
業
区

七
十
一
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
北
東
に
進
み

同
鳥
獣
保
護
区
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

白
木
峠
休
猟

区松
ヶ
沢
休
猟

区小
沢
休
猟
区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

雄
勝
郡
羽
後
町
飯
沢
字
十
二
林
地
内
の
町
道
上
台

線
と
町
道
十
二
林
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
南
東
に
進
み
森
林
計
画
図
羽
後
町
二
十
九
林
班

界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
東
進
し
森
林
計
画
図
羽
後

町
二
十
八
林
班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
南
東
に
進

み
林
道
飯
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
東
に
進
み
国

有
林
秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署
事
業
区
八
十
五
林

班
界
に
至
り
、
同
林
班
界
を
南
東
に
進
み
湯
沢
市
と

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
雄
勝
町
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
林
道
登
川
山
ノ
田
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
町
道
赤

沢
口
岩
台
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
町
道
上
台

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
黒
森
山
休

猟
区

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
九

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
八
百
六
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
指
定
し
、
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

大
館
市
餅
田
地
内
の
二
ツ
山
公
園
管
理
道
と
米
代

川
森
林
計
画
区
四
十
九
林
班
六
十
九
小
班
界
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
管
理
道
を
西
進
し
同
林
班
の
林

班
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
班
界
を
東
進
し
同
林

班
七
十
三
小
班
の
小
班
界
に
至
り
、
同
小
班
界
を
北

西
に
進
み
同
林
班
六
十
九
小
班
界
及
び
七
十
小
班
界

を
経
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
南
陣
場
岱
地
内
の
国
道
百
五
号

二
ッ
山
銃
猟

禁
止
区
域

南
陣
場
岱
銃

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間
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線
と
町
道
高
森
岱
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
南
東
に
進
み
町
道
小
森
摩
当
線
に
至
り
、
同
町

道
を
南
東
に
進
み
町
道
藤
株
焼
却
場
線
に
至
り
、
同

町
道
を
南
西
に
進
み
同
国
道
に
至
り
、
同
国
道
を
北

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

男
鹿
市
船
川
港
比
詰
地
内
の
男
鹿
総
合
運
動
公
園

の
区
域

南
秋
田
郡
昭
和
町
大
久
保
字
北
野
街
道
下
地
内
の

稲
荷
神
社
を
起
点
と
し
、
町
道
大
郷
守
下
村
線
に
向

か
う
歩
道
を
東
進
し
同
町
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

町
道
を
南
進
し
町
道
八
丁
目
大
郷
守
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
国
道
を
南
進
し
同
郡
天
王
町
、
昭
和
町
と

の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
、
及

び
北
進
し
町
道
大
清
水
出
戸
道
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
大
清
水
国
道
樹
園
地
線

に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
奥
羽
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
線
を
北
進
し
町

道
大
清
水
下
谷
地
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
進
し
町
道
大
郷
守
上
樹
園
地
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
大
郷
守
特
養
南
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
同
町
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
南
部
児
童
館

を
経
て
民
有
林
と
畑
地
と
の
境
界
の
車
道
へ
至
り
、

同
車
道
を
東
進
し
町
道
大
清
水
下
谷
地
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
起
点
へ
通
じ
る
道
路
と

の
交
点
に
至
り
、
同
道
路
を
北
東
に
進
み
、
及
び
東

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
棒
沼
台
地
内
の
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
男
鹿
線
と
国
道
百
一
号
線
と
の

猟
禁
止
区
域

男
鹿
総
合
運

動
公
園
銃
猟

禁
止
区
域

大
清
水
大
郷

森
銃
猟
禁
止

区
域

天
王
銃
猟
禁

止
区
域

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南
進
し
、
及
び
西
進

し
船
越
水
道
天
王
町
側
汀て

い

線
に
至
り
、
同
汀て
い

線
を
北

上
し
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
男
鹿
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
線
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

秋
田
市
下
浜
羽
川
字
岩
城
地
内
の
市
道
下
川
原
御

橋
線
と
鮎
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
川
左
岸
を

東
進
し
市
道
下
川
原
御
橋
線
（
筑
紫
森
の
散
策
道
）

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
、
及
び
南
西

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

秋
田
市
下
浜
名
ヶ
沢
字
小
西
ヶ
沢
地
内
の
健
康
の

森
入
口
を
起
点
と
し
、
林
縁
沿
い
に
一
・
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
北
進
し
沢
に
至
り
、
同
沢
を
南
西
に
進
み
稜

り
ょ
う

線
に
至
り
、
同
稜
り
ょ
う

線
を
南
西
に
進
み
健
康
の
森
管
理

道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
管
理
道
を
約
百
メ
ー
ト
ル

南
東
に
進
み
同
市
下
浜
名
ヶ
沢
字
蒲
田
の
溜
池
へ
通

じ
る
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
南
東
に
進
み
同

溜
池
に
至
り
、
同
溜
池
か
ら
峰
越
し
の
隣
の
沢
を
南

西
に
進
み
同
管
理
道
に
至
り
、
同
管
理
道
を
南
進
し

林
道
青
長
根
線
と
の
交
点
に
至
り
同
林
道
を
約
五
十

メ
ー
ト
ル
西
進
し
稜

り
ょ
う

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
稜
り
ょ
う

線

を
北
進
し
下
ヶ
沢
上
溜
池
へ
通
じ
る
沢
に
至
り
、
同

沢
を
北
西
に
進
み
溜
池
管
理
道
に
至
り
、
同
管
理
道

を
北
西
に
進
み
市
道
下
ヶ
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を

北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
郡
金
浦
町
黒
川
地
内
の
町
道
大
谷
地
金
田
線

と
町
道
黒
川
小
出
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
南
東
に
進
み
町
道
八
二
一
一
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
町
道
〇
三
三
八
号
百
目
木

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
県
道
小
出

金
浦
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
町
道

六
日
市
山
ノ
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北

下
浜
筑
紫
森

銃
猟
禁
止
区

域健
康
の
森
銃

猟
禁
止
区
域

黒
川
銃
猟
禁

止
区
域

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
六
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

六
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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北
秋
田
郡
田
代
町
岩
瀬
地
内
の
山
瀬
ダ

ム
湖
の
う
ち
内
町
沢
鳥
獣
保
護
区
を
除

く
一
円
の
区
域

山
瀬
ダ
ム

指
定
猟
法

禁
止
区
域

鉛
成
分
を
含
む
物
質

で
作
ら
れ
て
い
る
ラ

イ
フ
ル
弾
及
び
散
弾

を
使
用
す
る
猟
法

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
称

保
護
に
関
す
る
指
針

平
成
十
六
年

十
一
月
一
日

か
ら
期
限
な

し 存
続
期
間

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
八
百
六
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
指
定
し
、
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

鉛
散
弾
規
制
地
域
の
設
定
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
九
十
一
号
）
は
、
平
成
十
六
年
十

月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

進
し
町
道
大
谷
地
金
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域
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